
羽川小学校の歴史 

 

明治 ７年 １月１５日，「一貫学舎（いっかんがくしゃ）」としてそうりつする｡ 

校舎はなく，民家を借りて勉強。児童数２３人。 

１８年    校舎を建設する｡ 

２０年    「羽川尋常（じんじょう）小学校」と学校の名が変わる｡ 

３０年    桑尋常小学校」となる｡ 

３２    「尋常小学校西校」となる｡ 

３９年年 新築校舎が建てられる 

４０年    「桑第一尋常小学校」となる｡ 

４３年    「桑尋常高等小学校」となる。飯塚単級学校が分教場となる。 

昭和１６年   「桑村桑国民学校」となる｡ 

２２年    「桑村立桑小学校」となる｡ 

３１年    創立 80 周年記念式典を行う。「桑絹村立羽川小学校」となる｡ 

３６年    「桑絹町立羽川小学校」となる｡ 

３７年    日本で初めての歩道橋ができる｡ 

全日本交通安全優良校受賞。 このころ給食が始まる 

３８年    全日本健康優良校受賞。全国学校環境緑化コンクール特選受賞。 

４０年    「小山市立羽川小学校」となる｡ 

４５年    創立９５周年記念式典を行う。 

４７年    屋内運動場が完成する。 

４９年    創立１００周年記念式典を行う。 

５０年    県指定研究実験校公開発表（創造性）。 

５２年    飯塚分校が廃校となる｡ 羽川小学校から羽川西小学校が分れる｡ 

５７年   「現在の校舎ができる。新校舎にて授業開始。プール，校庭・遊具施設が完成する。市指定同

和教育協力校として、紙上発表する。校舎落成記念式典を行う。 

５８年    歩道橋「愛の橋」２代目設置 

６１年    市指定研究実践推進校の公開発表（算数、体育） 

６３年    ｢愛の橋｣の歌発表会を行う。 

平成 元年 築山（つきやま）が完成する｡ 

羽川学習林開所式を行う。 

３年    国道４号線防音壁（ぼうおんへき）にへき画が描かれる｡ 

６年    「創立１２０周年記念式典を行う。学校史「あゝ一貫学舎」を出版する。 

８年    「自然はともだち」コンテスト環境庁長官賞受賞。 

９年    「自然はともだち」コンテストチームワーク賞受賞。 

１０年    県の学校緑化コンクールで優良賞受賞。コンピュータが入る。 

１１年    羽川小のＨＰ（ホームページ）公開。 

１２年    国道愛護活動で「建設省関東地方局長賞」受賞。 

１３年    体育着が男女共通となる。 

１３年    小山市教委指定 道徳教育拠点校。（～１４年） 

１４年    学校評議員会発足。夏みかんの木植樹 



 

１５年    新規コンピュータ整備 

創立１３０年記念（防音壁に新しい壁画） 

小山市友好都市のケアンズ市より派遣生徒との交流（第１回） 

１７年    小山市友好都市のケアンズ市より派遣生徒との交流（第２回） 

記念プレート設置及び記念植樹（フェイジョアの木） 

２０年    校庭土質改良工事 

２２年    栃木県給食優良校として表彰される。 

全教室にデジタルテレビ設置 

２４年    太陽光発電パネル設置 

２５年    ジョイセフ(JOICFP)ワークショップを行う。 

２６年    栃木県学力向上アドバイザー派遣事業 

２７年    文部科学省人権教育研究推進指定校（１年次） 

２８年   栃木県健康推進学校   最優秀校 

全国健康づくり推進学校 優良校 

２９年   栃木県健康推進学校   最優秀校 

全国健康づくり推進学校 優良校 (2 年連続受賞) 


